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Fig．3　Vapor　film　distribution　along　the　radial　direction
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Fig．4　Relationship　between　normalized　vapor
　　　film　thickness　（δ／δo）　anα　non－
　　　dimensional　co－ordinate（η安）
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図は，（δ／δo）が（γ欠）の関数として一本の曲線で近似
できることを示唆している．
　熱伝達に関する計算結果をFig．5に示す．　Fig．5に
おいて，ぬ。は式（37）から得られる平均対流熱伝達係
数，乃，。は式（26）で編dを零とおいて計算される放射
伝熱を考慮しない対流のみの平均熱伝達係数，ぬ剛は
式（5）で与えられる放射の熱伝達係数，島は対流と
放射を総括した熱伝達係数，である．また，Fig。5には
上向き水平面に対するBerensonの式［文献（6）の式
（36）］から計算される対流熱伝達係数乃。qβを伝熱面
の向きによる影響を調べるために示している．砺は
　　200　　　　　　　　400　　　　　　　600　　　　　．　　800
　　　　　　　　　△Ts　［K］
Fig．5　Average　heat　transfer　coefficients
乃，。より常に小さく，過熱度△乃または直径2Rが大
きくなると減少することがわかる．過熱度が大きくな
ると，放射による三熱は対流による熱伝達と同程度に
なり，さらに直径が大きい場合には，放射伝熱の方が
対流伝熱より大きくなる．つまり，このような場合に
は，放射伝熱が支配的となり，対流熱伝達よりも放射
伝熱を正確に評価することがより重要な課題となる．
　Fig．6は伝熱面の幾何学的形状の違いによる影響を
調べたもので，ぬの添字ののは本報の円形伝承面を，
肋は前報4）の有限幅の白熱面を表している．なお，両
者の比較において，三熱面直径2Rと三熱面幅2みの
値は同一にして計算した．図において，対流めみの熱
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Fig．6　Comparison　of　average　heat　transfer
　　　coefficients　between　a　circular　plate
　　　and　a　finite－size　plate　［4］
伝達係数の比（乃。。，ψ／妬！ρ）はほと．んど一定でその大
きさは1．27である．また，（肱ψ／紘ρ）の大きさは約1．3
である．したがって，有限幅の伝熱面の解析解（予報4））
を利用して，形状のみが異なる円形伝熱面の対流熱伝
達係数の大きさの目安をつけるためには，大気圧の飽
和水に対して，約し3の乗数を使えばよいことがわか
る．
　最後に，本解析結果とIshigaiら1）とSekiら2）の測
定値との比較を沸騰曲線で示したのがFig．7である．
また，同図には，前報4）め有限幅の伝舌面に対する解と
Farahatら3）の直径D＝50　mmの円形伝熱面の理論解
「も併せて示してある．本解析結果は，放射と対流を総
括した全熱三二の過熱度と伝三面直径に対する依存1生
に関しては測定値と定性的に一致している．しかしな
がら，定量的には，本解析結果はFarahatら3》の理論
と比較して改良されてはいる魁測定値と比較すると
まだ2倍程度の偏差がみられる．
4．むすび
　有限の円形下向き水平伝熱面から静止した飽和液体
への膜沸騰熱伝達を，伝熱面下の蒸気の流動は蒸気膜
厚さの変化に起因する水平方向の静圧勾配によって誘
起されると仮定して理論的に解析した．プロフ、イル法．
で得られた理論解の大気圧水に対する数値計算結果か
ら，蒸気膜の厚さと形状，対流熱伝達係数の大きさお．
よび放射伝熱の寄与を明らかにした．また本解析は測
定値と約2倍の偏差で定性的に一致することを示した．
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Fig．7　Comparison　of　t取e　present
　　　with　experimental　data
analysis
　本解析と測定値とを定量的に比較し，本解析で設定
された仮定と境界条件を吟味するためには，今後，伝
熱面下に形成される蒸気膜の挙動を詳細に観察すると
・ともに，沸騰特性の測定においては，放射伝熱の寄与
を決定するために必要な伝画面放射率の大きさを評価
することも重要である．
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